
昭和田年 7月25日

。健康なからだをつくり、

高い教養を身につける。

。郷土の芸術を育て、

文化財を大切にする。

(大洲市民憲章)
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六
月
定
例
市
議
会
は
、
六
月
一
一

十
三
日
間
ム
チ
ヘ
九
H
聞
の
会
期
で

農
村
川
人
の
家
建
設
費
や
同
和
対

策
事
業
費
な
ど
四
億
八
千
一
九
訂
九

十
六
万
五
千
円
の
一
般
会
計
補
正

予
算
を
始
め
、
大
洲
市
特
別
上
地

保
ト
旬
税
審
議
会
条
例
の
制
定
、
辺

地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整

備
計
画
、
大
洲
市
報
酬
及
び
費
用

弁
償
等
友
和
条
例
の
改
正
な
ど
二

十
四
議
案
を
原
案
ど
む
り
可
決
し
、

請
願
、
陳
情
を
審
議
採
択
し
て
、

七
月
一

H
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

補
正
総
額
は
、
凹
億
八
千
瓦
百

九
十
六
万
五
千
円
で
、
累
計
で
五

十
八
億
七
千
八
百
六
十
六
万
五
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

、
王
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
単
位
子
円
)

。
総
務
費

都
市
整
備
基
本
計
画
策
定
資

七
月
七
H
午
後
一
時
か
ら
一
肱
北

公
民
館
で
「
第
六
同
業
者
と
消
資

者
と
の
懇
I
M
A
E

を
聞
き
ま
し
た
。

こ
の
懇
談
会
は
、
消
費
斉
が
あ

ら
か
じ
め
市
内
の
商
庖
を
調
査
し

た
百
三
十
一
-
一
項
目
を
も
と
に
業
者

の
方
に
答
え
て
い
ん
だ
き
、
指
導

機
関
の
助
三
を
う
け
る
ト
刀
法
で
む

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
一
部
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

問
『
皇
凶
価
倍
表
示
(
ユ
ニ

y
卜

プ
ラ
イ
シ
ン
グ
)
を
徹
底
し
て

下
さ
い
。
今
年
ベ
月
一
日
よ
り

県
消
費
者
保
議
条
例
に
基
づ
き
、

H
用
品
等
の
単
位
価
格
表
示
制

度
が
ス
タ
ト
し
ま
し
た
0

(

一J

U
J
r
'万
メ
ー
ト
ル
以
k
の
民
舗

に
適
旧
さ
れ
ブ
官
)
消
費
者
は
買

物
の
目
安
と
し
て
い
ま
す
の
で

是
非
、
お
願
い
し
ま
す
。
』

答
『
現
在
、
発
也
価
格
を
表
示
作

業
中
で
す
。
県
の
指
定
口
問

U
に

つ
い
て
は
、
一
両
日
中
に
完

f

し
ま
す
。
指
定
品
円
以
外
に
つ

い
て
も
出
来
る
だ
け
要
望
に
こ

六
、
五

0
0

交
通
安
全
対
策
事
業
費

二
、
一
一
五

O

住
民
基
本
台
帳
事
務
電
算
遵
人

経

費

七

、

一

問

問

中
峯
集
会
所
建
設
費五

、
五

0
0

。
民
生
費

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
費
追

加

九

、

五

六

三

同
和
対
策
事
業
費

一
七
-
一
、
八
二
四

。
衛
生
費

保
健
セ
ン
タ
ー
建
設
費
追
加

一
O
、
五
六
六

O
農
林
水
産
業
費

農
村
婦
人
の
家
建
設
費

四
千
二
、
八
九
四

。
土
木
費

平
地
慶
雲
寺
線
改
良
事
業

一二一、

0
0
0

臨
時
地
方
道
追
加

た
え
た
い
と
思
い
ま
す
O
L

間
『
吊
士
一
山
会
ど
の
製
造
年
月
日
の

上
に
価
格
ラ
ベ
ル
を
貼
ら
な
い

で
下
さ
い
じ

答
『
全
商
品
に
つ
い
て
ラ
ベ
ル
を

貼
住
え
ま
し
た
o

A
フ
凶
か
ら
貼

付
場
所
も
指
定
し
ま
し
た
の
で
、

今
後
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
な

く
て
す
む
つ
も
り
で
す
。
』

問
『
フ
ジ
大
洲
自
で
は
空
ビ
ン
の

同
収
を
し
て
い
ま
す
か
。
そ
し

て
そ
の
値
段
は
。
』

答
『
全
部
回
収
し
て
い
ま
す
。

2
4
ビ
ン
H
三
十
円
、
フ
ジ
マ

ー
ク
リ

2
ピ
ン
H
H
二
十
円
、
コ

l
ラ
1
4
ピ
ン
日
一
一
一
十
円
、
そ

の
他
十
円
で
す
O
L

間
『
ラ
ー
メ
ン
類
で
3
か
月
以
上

た
っ
た
口
聞
が
あ
り
ま
し
た
。
大

丈
夫
で
し
ょ
う
か
O

L

答
(
保
健
所
)
『
保
存
の
方
法
で

差
が
で
き
る
が
、
お
お
む
ね
3

か
月
か
ら
6
か
月
は
保
存
出
来

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
』

間
「
肉
頬
が
冷
凍
さ
れ
て
い
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
栄
養
面
で
問

題
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
』

答
『
冷
凍
さ
れ
た
肉
は
必
ず
品
質

は
低
下
し
ま
す
。
肉
の
管
埋
が

よ
く
で
き
て
い
る
自
を
選
ぷ
と

津
田
-
収
入
役
一
再
任

問
。
、

0
0
0

交
通
安
全
施
設
卒
業仁

、
五

0
0

黒
木
綿
改
良
事
業一

O
、
0
0
0

都
市
下
水
路
工
事
八
、

0
0
0

C
消
防
費

消
防
ポ
ン
プ
購
入
三
、
凹

0
0

0
教
育
費

平
小
羊
校
建
設
費
追
加

瓦
、
一
λ

四
三

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
育
成
事
業

、
五

O
O

中
東
集
会
所
建
設
事
業

ょ
い
と
思
い
ま
す
J

間
『
豆
腐
が
水
に
も
っ
け
な
い
で

置
い
て
あ
り
ま
し
た
。
大
丈
夫

で
し
ょ
う
か
O
L

答
(
保
健
所
)
『
保
存
基
準
違
反

で
す
。
豆
腐
は
卜
度
(
担
氏
)

以
下
で
保
存
、
J

人
は
流
上
水
に

よ
る
保
与
が
必
要
で
す
コ

間
『
ス
ー
パ
ー
等
で
思
い
き
り
安

売
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

平
常
価
格
で
買
う
と
相
当
高
く

買
っ
た
気
が
す
る
の
で
す
が
。
』

答
「
特
売
品
に
つ
い
て
は
、
原
価

を
割
っ
て
販
売
し
て
い
る
も
の

が
ほ
と
ん
と
で
す

O

』

間
『
個
人
の
鮮
魚
庖
で
は
、
単
位

価
格
表
一
一
小
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
。
是
非
、
価
倍
表
示
を
し

て
ド
さ
い
じ

答
『
鮮
魚
応
組
合
の
会
合
な
ど
で

単
位
価
格
表
示
を
す
る
よ
う
に

話
を
し
ま
「
。
』

間
『
肉
の
値
段
が
業
者
間
で
差
が

あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
が
。
』

答
『
自
に
よ
り
卜
円
程
度
の
聞
き

は
あ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
肉

を
買
わ
れ
る
と
き
は
、
品
質
、

価
倍
、
昧
を
よ
く
見
き
わ
め
て

買
っ
て
ド
さ
い
け
』

間
『
個
人
の
ぷ
料
品
目
は
価
格
も

、CJ
、rBg
、Jh
d
t
3
1
J
a

〉、r

さ
き
の
定
例
市
議
会
で
、
任
期

満
了
と
な
る
津
凹
収
入
役
選
任
の

再
任
を
求
め
る
議
案
が
提
案
さ
れ

満
場
一
致
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

住

所

大

洲

市

新

谷

川

甲

一

二
七
岳
地

大
正
七
年
一
」
月
仁
日

生
年
月
日

。
災
害
復
旧
費

昭
和
五
十
ム
一
年
度
発
生
災
害
復

旧
費
追
加
九
、
一
一
一
一
一
六

子有
九月一一一

大
洲
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は

七
月
卜
二
円
の
委
員
会
で
、
任
期

満
了
に
よ
る
大
洲
市
議
会
議
員
選

挙
の
投
票
日
を
九
月
三
十
日
に
決

定
す
る
と
と
も
に
、
候
補
者
の
脳

出
事
務
説
明
会
を
次
の
と
お
り
行

う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

O
H時
九
月
十
‘
一
日
午
後
一
時

カ
ら

一
心
山
崎
所
大
洲
市
民
会
館

。
参
集
範
凶
立
候
補
予
定
者
ま

た
は
推
せ
ん
人
の
う
ち

希
望
省

な
お
、
同
選
挙
の
選
挙
人
名
簿

被
登
録
資
格
決
定
基
準
日
な
ど
は

。
新
し
く
登
録
さ
れ
る
か
た
の
資

格
決
定
基
準
日

高
く
、
寺
門
的
知
識
も
乏
し
い

よ
う
に
思
う
の
で
す
が
。
』

答
『
ス
ー
パ
ー
と
は
別
の
品
物
で

勝
負
し
て
い
る
山
が
多
い
の
で

品
質
と
価
格
を
比
較
し
て
ド
さ

い
。
ま
た
フ
ア

y
シ
ヨ
ン
の
変

わ
る
の
が
早
い
た
め
、
自
主
の

勉
強
も
必
要
ひ
、
消
費
者
の
二

i
ス
に
応
え
る
よ
う
努
力
し
ま

」

9
』

間
「
山
に
人
る
と
欲
し
い
物
が
な

く
て
も
何
か
買
っ
て
出
な
け
れ

ば
い
け
な
い
よ
う
な
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
』

答
『
む
客
様
に
そ
の
よ
う
な
感
じ

を
与
え
な
い
よ
う
に
努
力
し
て

い
ま
す
が
、
自
に
む
客
様
が
こ

ら
れ
直
ぐ
に
出
て
い
か
な
い
と

「
自
の
人
が
誰
も
出
て
こ
な
い

横
着
だ
」
と
い
わ
れ
、
直
ぐ
に

山
山
て
い
く
と
「
ゆ
っ
く
り
選
べ

な
い
」
と
苦
情
が
あ
り
ま
す
。
庖

主
と
し
て
は
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

に
凶
っ
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。
」

な
ど
の
要
望
・
質
問
が
出
さ
れ

ま
し
た
が
、
全
体
的
に
は
庖
舗
が

き
れ
い
だ
。
接
客
態
度
は
よ
い
。

品
物
が
新
鮮
で
消
費
者
に
喜
ば
れ

て
い
る
点
も
多
く
応
り
ま
し
た
。

A
一環

問
由
民

日
投
票
日

昭
和
五
十
三
年
九
月
一
日

O
登
録
口

昭
和
五
十
三
年
九
月
十
日

。
被
登
録
資
格

。
住
所
要
件

昭
和
瓦
十
三
年
六
月
一
口
以

前
か
ら
住
民
基
本
台
帳
に
登
載

さ
れ
て
い
る
者
(
昭
和
五
十
三

年
六
月
一
日
以
前
に
転
入
届
を

し
た
者
)

。
年
齢
要
件

昭
和
五
十
三
年
九
月
一

H
ま

で
に
満
二
十
歳
に
達
す
る
者
、

新
し
く
登
録
さ
れ
る
か
た
の
名

簿
縦
覧
期
間

。
縦
覧
期
間

昭
和
五
十
二
一
年
九
月
十
一

H

か
ら
十
五
日
ま
で

。
縦
覧
時
間

午
前
八
時
一
一
十
分
か
ら
午
後

五
時
ま
で

。
縦
覧
場
所

大
洲
市
役
所
及
び
各
連
絡
所

開雪
国自

白雪

暑
い
夏
が
や
っ
て
来
ま
す
と
、

涼
を
求
め
て
、
海
や
山
に
遠
出
す

る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
子
供
た
ち
は
、
夏
休
み

で
学
校
か
ら
解
欣
さ
れ
た
時
期
で

す
。
特
に
次
の
よ
う
な
交
通
ル
ー

ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

マ
過
労
連
転
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

無
理
な
長
距
離
ド
ラ
イ
ブ
は
計
一

一
向
し
な
い
。

マ
飲
酒
し
た
ら
ハ
ン
ド
ル
を
握
ら

ふ
な
い
0

0
酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い

0

0
逆
転
す
る
時
は
、
酒
を
飲
ま

件。ぃ。

。
運
転
す
る
人
に
酒
を
飲
ま
さ

な
い
。

マ
暴
走
運
転
を
追
放
し
よ
う
。

マ
ン

l
ト
ベ
ル
ト
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
着
用
し
よ
う
。

マ
子
供
の
交
通
事
故
を
防
止
し
ょ

』

7
0

0
自
転
車
を
正
し
く
乗
る
よ
う

注
意
し
よ
う
c

9月1自

農
業
委
員
会

九
月
二
十
一
日
任
期
満
了
と
な

る
農
業
委
員
会
委
員
の
一
般
選
挙

が
次
の
日
程
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

一
、
投
票
日
九
月
一
口

一
一
一
、
立
候
補
受
付
日

八
月
二
十
三
日
口
、
二
十
三
日

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後

丘
時
ま
で

一
(
一
、
選
挙
す
る
単
位
と
委
員
定
数

第
一
選
挙
以
二
大
洲
)
丘
人

第
二
選
挙
区
(
平
野
、
市
久

米

)

二

一

人

第
三
選
挙
医
(
菅
目
、
大
川
)

四
人

第
四
選
挙
区
(
新
谷
、
柳
沢
)

四
人

第
五
選
挙
反
(
一
二
善
、
八
多

喜
、
上
須
戒
)
三
一
人

四
、
立
候
補
届
出
場
所

第
一
選
挙
区
選
挙
管
理
委

委
員
選
挙員

会
菅
回
連
絡
所

新
谷
連
絡
所

八
多
喜
連
絡

一月

五
、
農
業
委
員
の
任
務
は

-
農
業
者
の
代
弁
者
で
す
。

2

農
村
の
振
興
計
画
の
樹

立
、
及
び
農
地
法
、
農
振

法
に
よ
っ
て
、
農
地
の
有

効
な
利
用
や
、
交
換
分
合
、

農
地
の
あ
っ
旋
、
相
続
税
、

農
業
者
年
金
の
相
談
な
ど

農
家
の
利
益
を
守
り
ま
す

0

3

農
家
の
利
益
代
表
と
し

て
、
農
政
の
推
進
を
は
か

り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
選
挙
管
理
委
員

会
へ
お
尋
ね
下
さ
い
。

第
二
選
挙
区

第
三
選
挙
区

第
四
選
挙
区

第
五
選
挙
区
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